
評価項目等 能登町立柳田小学校
通し
番号 今年度の重点項目 担当者

評価規準・評価の
観点

具体的な取組
実現状況の達成度判断

基準
評価材料 取組の成果と今後の改善策 学校評価

1

①児童にとって「楽しい」「な
るほど」「分かった」など、実
感できる授業を展開すること
で、自ら学びへと向かう力を高
める。

研究主任
授業の導入で興味を持たせる課
題を与えている。

・外部講師からの学
び
・授業づくりの創意
工夫

アンケートの『肯定的な評
価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート3
保護者アンケート
2
職員アンケート 1

93.3
85.6
81.8

A
86.9

・「学力向上プラン」の周知徹底と共通実践に努めてい
る。
・今後は、授業のゴールを見通せる導入となるよう、課
題づくりを見直す。また学習のまとめ、振り返りの充実
についても研究を深めていく。

2

②教師自身が児童と共に学ぶこ
との楽しさを味わえる授業を大
切にし、より良い授業を追求す
る。

研究主任
教材研究を充実し、進んで学習
する子の育成に努めている。

・教材研究の充実

アンケートの『肯定的な評
価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート 4
職員アンケート 2

84.4
83.3

B
83.9

・国語科を中心に研究を進めている。1学期は、キーワー
ドを目立たせて示すことで、授業のまとめを自分で書く
ことができる児童が増えた。
・今後は、児童が話し合って課題を解決する授業づくり
に取り組む。

3
③教師一人一人が授業力を向上
させる校内研修の充実を図る。

研究主任
『模擬授業』『研究授業』によ
り，授業力の向上が図られてい
る。

・授業力向上に向け
ての校内研修の充実
・外部講師招聘の研
修会

アンケートの『肯定的な評
価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

職員アンケート 4 90.9
A
90.9

・研究授業を計画的に行うことができた。焦点を絞った
検討により、職員は授業改善の手応えを感じている。
・児童の「よくわかった」「楽しい」という実感につな
がっているか、という視点で取組を見直す。

4
①柳田小授業ルールの徹底や、
話し方・聞き方・つなぐワード
の指導を共通実践する。

研究主任

柳田小授業ルールや話し合いの
方法の指導により、話し合って
学びを深める授業づくりが行わ
れている。

・家庭学習時間
・自学ノート
・漢字テスト
・計算テスト
　　　　など

アンケートの『肯定的な評
価』の割合と漢字テスト・
計算テストに合格した児童
の割合
Ａ：90％以上
Ｂ：70％以上90％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート 2
保護者アンケート
3
職員アンケート 5
漢字・計算コンテ
スト合格率

87.8
77.8
81.8
90.7

B
84.5

・授業ルールを校内研修で共通理解し、児童と確認して
いる。２学期はノートの指導についても職員間で共通の
取組を行っていきたい。
・全児童の合格を目指し、再テストや個別指導を行っ
た。

5
②常に学習ツールとしてタブ
レット端末を効果的に活用す
る。

GIGA推進
教師

「GIGA研修」等により，授業力
の向上が図られている。

・GIGA校内研修の充
実

アンケートの『肯定的な評
価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート 5
職員アンケート 3

80.0
57.1

C
68.6

・どの学年でも学習にタブレット端末を使用し、児童は
端末の操作に慣れてきた。
・1学期は端末の操作に不慣れな職員を対象とした基本的
な操作の研修を行った。今後は、授業での効果的な活用
について、校内で実践的な交流を行う。

6

③読書、週末日記、名文暗唱等
をすることを通して、自分の語
彙を増やし豊かな表現ができる
ようにする。

研究主任

読書、週末日記、名文暗唱等に
積極的に取り組み、豊かな表現
を吸収できるように努めてい
る。

・朝読書の充実
・家庭読書の実施
・図書室の利用
・毎月の名文暗唱
・言葉のスケッチ
・行事作文

アンケートの『肯定的な評
価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート
6,7,8
職員アンケート
6,7,8

77.8
91.1
92.2
80.0
88.9
57.1

B
81.2

・読書を推進するため、学校図書館と教養文化館から、
それぞれ学級へ貸し出す読書ボックスの取組を行ってい
る。
・名文暗唱は、豊かな文章表現に触れ合うきかっけと
なっている。
・正しく表現する力を育てるために、言葉のスケッチの
指導方法を見直す。

7
①自分の夢や目標をもち、その
実現に向かって努力し続けるこ
との大切さを実感させる。

生徒指導
主事

自分に良いところがあると感じ
ることができ、一生懸命になれ
ることがあると感じている。

・係活動
・個々の良さを引き
出す役割分担

アンケートの『肯定的な評
価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート
1,9
保護者アンケート
1
職員アンケート 9

90.0
94.4
97.8
91.7

A
93.5

・行事等で個々の活躍の場を設けたり、縦割り班活動で
異学年で支え合ったりする体験を通して、自信や達成感
を味わうことができるようにしている。行事の前後にめ
あてやふりかえりを行うことにも取り組んだ。

8
②教育活動全般を通して必ず一
人一人に活躍の場を設け、自己
有用感を実感させる。

道徳推進
教師

道徳の授業を充実させること
で、自他の存在を大切にしよう
とする行為や意識を高めてい
る。

・道徳教育の充実
・学級活動の充実
・体験活動の充実

アンケートの『肯定的な評
価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート
17
保護者アンケート
4
職員アンケート
10

87.8
90.0
88.9

A
88.9

・年度当初の校内研修や研究授業を通して道徳授業の共
通理解を図っている。
・全教育活動を通して道徳的実践が行われるよう、教科
や行事との関連を確認しながら進めている。
・道徳の授業が、道徳的価値や自分について深く考える
ことができる時間となるよう、授業改善に努める。

9

③地域の人や自然、伝統行事を
学ぶ機会を設け、その良さや素
晴らしさに触れて「感動」を味
わうことで、心を豊かにし、地
域に誇りと愛着が持てるように
する。

教務主任

児童は，地域行事や地域の各種
団体との交流等の体験活動等を
通して，他とのかかわりを意識
し，地域のよさを感じ取り，規
範意識や郷土愛を深めている。

・地域行事への参加
呼びかけ、地域への
学校支援依頼

アンケートの『肯定的な評
価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート
11,12
保護者アンケート
7,8
職員アンケート
11,12

92.2
76.7
83.3
67.8
92.3
58.3

B
78.4

・全校で気持ちのよい挨拶ができるよう、取り組んでい
る。
・地域の行事等のお知らせを校内に掲示したり、児童に
紹介したりしている。
・地域人材を活用した授業に取組む。

10
①家庭と連携した安全教育・健
康教育を推進し、心身ともに健
康な児童を育成する。

安全教育
担当
養護教諭
保健主事

学校保健委員会の開催を通し
て、児童の安全面や健康面に配
慮し、安全教育や健康教育の推
進に努めている。

・ＡＥＤ講習会
・プール当番
・非行被害防止講座
・学校保健委員会

アンケートの『肯定的な評
価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート
14,15
保護者アンケート
10,13
職員アンケート
13

84.4
90.0
83.3
96.7
69.2

B
84.7

・年間計画に沿って、計画的に安全教育や健康教育に取
り組んでいる。1学期はPTAとの健康安全に関する事業も
予定通り行うことができた。
・学校保健委員会を8月に実施し、取組についての助言を
受けた。今後は、授業と毎日の生活がつながるよう、指
導を工夫する。

11
②「早寝・早起き・朝ご飯」の
生活リズムと、自律した生活習
慣に努める。

保健担当

学校保健目標のもと、睡眠や食
生活など健康な生活に関する意
識を高め、規則正しい生活習慣
を身につける。

・ノー画面デー
・年間を通じた健康
教育と食育

アンケートの『肯定的な評
価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート
13
保護者アンケート
9

80.0
74.4 B

77.2

・毎月1週間ずつ歯磨き週間を実施し、歯磨きの習慣化に
取組んでいる。学級担任と養護、栄養教諭で行う健康教
育にも取り組んでいる。
・ゲームや動画視聴が睡眠時間に影響している。睡眠と
健康との関係についての学習を行っていく。

12

③ 「スポチャレいしかわ」「い
しかわっ子駅伝」等に積極的に
参加し、自身の目標に挑戦・努
力し、やり遂げることで生まれ
る達成感を味わうことができる
ようにする。

体育担当

「スポチャレいしかわ」の取組
が計画的に行われている。「マ
ラソン大会」「水泳」「なわと
び大会」「いしかわっ子駅伝」
の参加を通して様々な記録に挑
戦している。

・町や県の大会への
積
　極的な参加

アンケートの『肯定的な評
価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート
16
保護者アンケート
11
職員アンケート
14,15

90.0
81.1
80.0

B
83.7

・体育の時間に「スポチャレ石川」の取組を行ってい
る。瞬発力を高める取組として、ラダートレーニングも
行っている。
・児童は水泳の学習に意欲的に取り組んでいた。今後
は、マラソン大会やなわとび大会」への取組を通して達
成感を味わいながら、持久力等の向上を目指したい。

13
①注意深く児童を観察し、児童
の変化に気づくことでいじめ・
不登校の未然防止に努める。

教務主任
特別支援教
育コーディ
ネーター
生徒指導主
事

児童理解の会を行い、共通理解
と共通指導の徹底に努めてい
る。

・児童の状況の的確
な把握と、それに基
づいた適切な指導

アンケートの『肯定的な評
価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート
10,18
 保護者アンケー
ト4,5
 職員アンケート
15

96.7
92.2
90.0
93.3
100

A
94.4

・月1回の児童理解の会に加え、児童についての情報交換
の時間を毎週末に設定し、共通理解に努めている。
・毎月のなかよしアンケートとその後の児童との面談の
結果も職員で共有し、組織に対応している。

14
②風通しの良い学校づくりを行
い、悪い情報ほど報連相し合え
る体制をつくる。

教頭
教務主任

教職員間だけでなく、児童や保
護者にとっても相談しやすい雰
囲気づくりに努めている。

・定期的な服務規律
の研修
・信頼関係づくりス
キル

アンケートの『肯定的な評
価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート
19,20
保護者アンケート
6
職員アンケート17

86.7
86.7
87.8
100

A
90.3

・日頃から小さなことでも話しやすい職員室づくりに努
め、児童間のトラブルや保護者の声も職員全体で共有で
きるようにしている。
・今年度は業務の担当を複数で行い、相談しながら進め
るようにした。

15
③環境整備と計画的な訓練を行
い、危機管理マニュアルの定期
的な確認と見直しをする。

教頭
教務主任
保健主事
安全教育
担当

児童が生活する場の施設・設備
について教育環境が整備されて
いる。

・安全点検
・清掃活動
・避難訓練の充実
・アレルギー対応

アンケートの『肯定的な評
価』の割合Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

保護者アンケート
18
職員アンケート16

97.8
100

A
98.9

・計画通りに避難訓練をすることができた。今年度は，
水害の際の避難経路を見直した。
・職員のアレルギー対応研修を実施し、児童への対応や
救急車への要請方法などを確認した。

16
①地域の声や、保護者の思いを
大切に受けとめ、教育活動にい
かしていく。

教頭
保護者・地域・学校が力を合わ
せて教育活動に取り組んでい
る。

・除草作業
・資源回収
・ＰＴＡ役員会等

アンケートの『肯定的な評
価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

保護者アンケート
15
職員アンケート
17

98.9
100

A
99.5

・PTA役員会やアンケート等で寄せられた保護者の声や地
域の方からいただいた情報について、検討し、対応して
いる。
・今後は、検討したことについての発信も丁寧に行って
いきたい。

17
②地域の人材・素材を活用・教
材化し、地域の教育力を生かし
た教育課程を編成し実践する。

教頭
教務主任

地域の素材を元に，学習活動を
行ったり，地域の人材を活用し
たりして，地域の教育力を積極
的に活用している。

・地域の方をゲスト
ティーチャーに招い
た道徳の授業

アンケートの『肯定的な評
価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

保護者アンケート
16
職員アンケート
18

96.7
33.3

C
65.0

・計画に基づき、各学年で地域人材を活用しながら取り
組んでいるが、単発的で、地域のよさを生かした授業づ
くりには至っていない。
・２学期以降の計画を見直し、積極的に地域の人材を活
用した授業を行っていく。

18
③学校公開、授業参観を定期的
に行い、保護者・地域に開かれ
た学校づくりを行う。

教頭

HPの更新，学校だよりや学級だ
よりの定期的な発行等、学校公
開、授業参観を通して、日々の
教育活動を保護者や地域に伝え
ている。

・地域・保護者を対
象とした公開授業
・各種お便りの定期
的の更新による情報
発信

アンケートの『肯定的な評
価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

保護者アンケート
17,19
職員アンケート
19

97.8
97.8
92.3

A
96.0

・学校・学級便りの定期的な発行や授業参観等を計画通
り実施することができた。今後も日々の教育活動を保護
者や地域に伝え、開かれた学校づくりを積極的に行って
いく。

19
①前例踏襲することなく、効率
化や改善を意識して日々の業務
に取り組む。

教頭
教務主任

働き方改革を意識して、実施し
ている。

・定時退校日や定時
退校時間の設定
・校務分掌の複数体
制化

アンケートの『肯定的な評
価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

職員アンケート
22

85.7
A
85.7

・業務の効率化を目指し、会議の進め方や資料作成、校
務の分担について見直しを図っている。今後も校務分掌
の効率化を考えた取組体制を持ち、働き方改革を意識し
て取り組んでいくようにする。

20
②学校運営への参画意識を高揚
し、全職員が一丸となって協働
する体制づくりをする。

教務主任
教頭

各担当を中心に、それぞれの項
目の結果に基づいた改善策が示
され、組織的に取組が行われて
いる。

・学校評価の結果を
生かした学校運営

アンケートの『肯定的な評
価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

職員アンケート
20

92.9
A
92.9

・各担当を中心に、昨年度の課題点について改善策を示
し、組織的に取り組むことができた。
・中間評価の結果から改善策を見出し、主任がチーム
リーダーとなって組織的に業務を行う体制を整える。

21
③YSS（若プロ研修）を活性化
し、若手もベテランも人間力と
同時に学校力を高める。

教頭
教務主任

様々な行事、教材研究等におい
て、学び合い、教え合うことで
それぞれの良さを吸収してい
る。

・職員同士の関わり
合いを大切にした
「学び合い」の充実

アンケートの『肯定的な評
価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

職員アンケート
21

85.7
A
85.7

・年間計画を示し、全職員で学ぶ研修を設定した。若手
が講師役と努める研修も行うことができた。
・今後も内容を工夫し、学校力の向上につなげる。

A

令和5年度　学校評価表

評価
項目

１
学
力
の
向
上

２
豊
か
な
心
の
育
成

【

創
意
工
夫
の
あ
る
授
業
づ
く
り
】

【

授
業
を
支
え
る
学
習
基
盤
の
充
実
】

A

B

４
安
心
安
全
な
学
校

３
体
力
・
生
活
習
慣
の
向
上

自己評価

【学校関係者評価委員からの
　　　　　　　　　　　　　　　ご意見】

B

A

A

１．学力の向上・・・タブレット端末の活用について、児童評価の学年差が大きい。高学年の学力が全国や県と比較して低いのが気になる。
２．豊かな心の育成・・・地域行事が減っており、スポーツ少年団への参加や町のイベントも地域行事への参加と同じであると伝えるとよい。コロナ禍が収まり、学校でしか体験できないことを行ってほしい。
３・体力・生活習慣の向上・・・ゲームの時間や睡眠、挨拶の習慣化など、家庭で行うべき項目もたくさんある。PTAとしてメッセージを発信しつづけることも大切である。
４．安心安全な学校・・・職員は、細かな変化に気づいて、声をかけている。
５．家庭、地域との連携・・・昨年度作った地域人材リストを有効に活用してほしい。
６．働き方改革と組織力の向上・・・教職員は前向きに働いているようだが、早く帰ることで心のゆとりも生まれる。早く家に帰れるように工夫が必要である。

A

５
家
庭

、
地
域
と
の
連
携

６
働
き
方
改
革
と

、
組
織
力
の
向
上


